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研究期間  平成 29 年 6 月 15 日～平成 3 0 年 3 月 3 1 日  



1、 研 究 の 概 要  

ⅰ )研 究 目 的  

 本 研 究 は 、 平 成 2 9 年 度 札 幌 国 際 大 学 奨 励 研 究 に 基 づ き 、 平 成 2 9

年 6 月 1 5 日 ～ 平 成 3 0 年 3 月 3 1 日 の 間 、 行 わ れ た も の で あ る 。  

 本 研 究 の 目 的 は 、 宮 内 庁 書 陵 部 所 蔵 の 『 水 左 記 』 の 自 筆 本 と 、 東

京 大 学 史 料 編 纂 所 所 蔵 の『 日 本 運 上 録 』の 調 査 を 行 い 、こ れ 通 じ て 、

両 史 料 の 翻 刻 、 活 字 化 の 前 提 の 作 業 を 実 施 す る と も に 、 関 連 す る 史

料 の 収 集 と 論 文 作 成 を 行 う こ と に あ る 。  

 

ⅱ )本 研 究 の 着 想 に 至 る 経 緯  

 本 研 究 の 着 想 に 至 る 経 緯 と 研 究 開 始 前 の 準 備 状 況 で あ る が 、 研 究

実 施 者 が か つ て  

 ①「 高 麗 王 文 宗 の「 医 師 要 請 事 件 」と 日 本 」 (『 ヒ ス ト リ ア 』 2 4 8、

2 0 1 5 年 ) 

 ② 「 1 0～ 1 1 世 紀 の 日 宋 交 渉 と 入 中 僧 」 (『 ヒ ス ト リ ア 』 2 5 5、 2 0 1 6

年 ) 

の 2 つ の 論 文 を 発 表 し た 際 の 事 前 調 査 を 基 礎 と す る 。  

 ① の 執 筆 時 、 本 研 究 の 調 査 対 象 の 『 水 左 記 』 自 筆 本 を 宮 内 庁 書 陵

部 に 調 査 に 行 き 、 ② の 際 は 、 も う 一 つ の 調 査 対 象 の 『 日 本 運 上 録 』

を 実 見 し に 行 っ た 。 し か し い ず れ の 場 合 も 、 調 査 に 十 分 な 時 間 や 複

写 を 確 保 す る こ と が で き な か っ た 。  

 そ の た め 、 本 研 究 で よ り 詳 し い 調 査 と 、 上 記 目 的 の た め の 環 境 整

備 を 行 う こ と が 必 要 と 判 断 し 、 応 募 し た 次 第 に な る 。  

 

ⅱ )研 究 対 象 に つ い て 1― 『 水 左 記 』  

 以 下 、 本 研 究 が 対 象 と し た 二 つ の 史 料 ― 『 水 左 記 』 と 『 日 本 運 上

録 』 に つ い て の 基 礎 的 知 見 に つ い て 記 述 す る 。 な お 、 下 記 の 知 見 は

基 本 的 に 先 行 研 究 に お っ て い る (参 考 文 献 は 報 告 書 本 編 を 参 照 の こ

と )。  

 



 『 水 左 記 』 は 、 平 安 中 期 の 公 卿 、 源 俊 房 ( 1 0 3 5～ 1 1 2 1 )の 日 記 で あ

る 。  

 本 史 料 の 最 大 の 価 値 は 、 俊 房 の 自 筆 本 が 一 部 現 存 し て い る こ と と

同 時 に 、1 1 世 紀 後 半 に お き た 日 本 と 高 麗 の 外 交 交 渉 に 関 わ る 記 述 が

み え る 点 に あ る 。 こ れ は 日 本 史 の み な ら ず 、 世 界 史 的 観 点 か ら も 極

め て 希 有 な 史 料 と い え る 。 と り わ け 、 高 麗 の 王 を 「 高 麗 皇 帝 」 と 記

し て お り 、 日 本 の み な ら ず 、 当 該 期 高 麗 が い か な る 自 尊 意 識 や 対 日

観 を 持 っ て い た の か を さ ぐ る 上 で 重 要 な 位 置 に あ る も の と い え る 。

一 方 、 本 史 料 の 問 題 点 と し て は 、 『 史 料 大 成 』 が 未 収 録 の 記 事 が あ

る と い う 点 に 求 め ら れ る 。 特 に 前 述 し た 高 麗 と の 外 交 に 関 わ る 部 分

は 、 自 筆 本 に あ る に も 関 わ ら ず 、 『 史 料 大 成 』 な ど が 翻 刻 し て い な

い も の が あ る 。 そ の た め 、 日 麗 交 渉 に つ い て は 刊 行 さ れ て い る 書 籍

か ら で は そ の 全 容 が 追 え ず 、 自 筆 本 を み な け れ ば な ら な い 部 分 が 存

在 し て い る の で あ る 。  

 

 調 査 の 前 提 と な る『 水 左 記 』の 全 容 で あ る が 、田 島 公「 文 庫 論 」(『 岩

波 講 座 日 本 歴 史  第 2 2 巻  歴 史 学 の 現 在 』 所 収 、 2 0 1 6 年 、 岩 波 書

店 )に 拠 れ ば 、日 次 記 7 巻 と 別 記 1 巻 が 残 存 し て い る と の こ と で あ る 。

そ の 内 訳 で あ る が 、  

  ① 康 平 7 年 ( 1 0 6 4 )上 ・ 下 ― 書 陵 部 (伏 見 宮 本 ) 

  ② 承 保 4 年 ( 1 0 7 7 )下   ― 尊 経 閣  

  ③ 承 暦 4 年 ( 1 0 8 0 )上 ・ 下 ― 書 陵 部 (柳 原 家 本 ) 

  ④ 承 暦 5 年 ( 1 0 8 1 )下   ― 尊 経 閣  

  ⑤ 永 保 4 年 ( 1 0 8 4 )上   ― 書 陵 部 (伏 見 宮 本 ) 

  ⑥ 永 保 4 年 ( 1 0 8 4 )別 記 (正 月 任 大 臣 大 饗 )― 書 陵 部 ・ 伏 見 宮  

と な る 。 本 研 究 が 対 象 、 調 査 し た の は 、 前 述 し た 日 麗 交 渉 に つ い て

記 述 さ れ た「 書 陵 部 (宮 内 庁 書 陵 部 )」所 蔵 本 で あ り 、上 記 の ① 、③ 、

⑤ 、 ⑥ と な る 。  

 書 陵 部 が 所 蔵 し て い る 『 水 左 記 』 の 伝 来 過 程 で あ る が 、 田 島 氏 に

よ れ ば 、 南 北 朝 前 期 に 北 朝 の 持 明 院 統 、 室 町 時 代 前 期 に 伏 見 宮 家 が



収 蔵 し て い た が (一 部 は 蓮 華 王 院 が 持 っ て い た そ う で あ る )、 江 戸 時

代 中 期 か ら 後 期 に か け て 、 前 田 家 と 柳 原 家 に 渡 り 、 現 在 、 書 陵 部 と

尊 経 閣 が 所 蔵 す る よ う に な っ た と の こ と で あ る 。 特 に ③ の 柳 原 家 本

は 、宮 内 庁 に 伝 領 し た 経 緯 に 不 明 な 点 が 残 る も の の 、お そ ら く 1 9 2 7

年 に 宮 内 省 (名 称 は 当 時 の も の )の 所 管 に な っ た と 推 測 さ れ て い る 。  

 

ⅳ )研 究 対 象 に つ い て 2― 『 日 本 運 上 録 』  

 次 に 『 日 本 運 上 録 』 で あ る が 、 こ れ は 詳 細 が 不 明 の 史 料 で あ る 。

現 在 の と こ ろ 、 東 京 大 学 史 料 編 纂 所 所 蔵 の 本 し か 確 認 さ れ て お ら

ず 、写 本 な ど も 含 め 、〝 い つ 、ど こ で 、誰 に よ っ て 書 か れ た 〟 な ど 、

そ の 書 誌 学 的 情 報 は ほ ぼ 皆 無 で あ る 。 そ の た め 、 こ れ に つ い て も 東

京 大 学 へ の 調 査 が 必 須 と 考 え 、 旅 費 を 予 算 と し て 要 求 し た 。  

 本 史 料 の 重 要 な 点 は 、 1 1 世 紀 初 頭 、宋 か ら 牒 が 来 た と の 記 事 が あ

り 、 こ れ を 伝 え る 唯 一 の も の で あ る と い う 点 に あ る 。 こ れ が 平 安 時

代 の 日 宋 関 係 を 考 え る 上 で 貴 重 な 情 報 で あ る こ と は 間 違 い が な い 。

一 方 で 、従 来 、『日 本 運 上 録 』が 詳 し く 調 査 さ れ た こ と が な か っ た 。

そ の た め 、 こ れ に 記 さ れ た 情 報 が ど の 程 度 の 信 憑 性 が あ る の か す ら

不 明 で 、先 に み た 1 1 世 紀 初 頭 の 宋 か ら の 牒 も 、果 た し て 史 実 な の か

ど う か も 曖 昧 で あ る 。  

 

 本 研 究 は 以 上 の 知 見 に 基 づ き 、こ れ ら 重 要 史 料 の 問 題 点 を 解 消 す

る こ と を 目 的 と し 、 実 施 し た 。  

 

2、 要 求 し た 予 算 額 と そ の 使 途 に つ い て  

 本 研 究 で は 、 下 記 の 予 算 を 札 幌 国 際 大 学 に 要 求 し た 。 そ の 額 、 残

金 な ど の 概 要 は 下 記 に な る 。 な お 、 下 記 の 詳 細 に つ い て は 、 報 告 書

本 編 に 記 載 し た 。  

 

 

 



 

 

 

予 算 額  

 

支 出  

 

残 金  

 

備 考  

 

旅 行 交 通 費  

 

1 5 0 0 0 0円  

 

1 2 2 7 6 0円  

 

2 7 2 4 0円  

 

 

 

雑 費 (ア ル

バ  

イ ト 含 む ) 

 

3 8 0 0 0円  

 

 

0円  

 

 

3 8 0 0 0円  

 

 

使 用 せ ず  

 

 

雑 費 (文 献

複 写  

費 ) 

 

5 0 0 0 0円  

 

 

2 5 3 8 3円  

 

 

2 4 6 1 7円  

 

 

 

 

 

図 書 費  

 

5 0 0 0 0円  

 

3 1 1 0 4円  

 

1 8 8 9 6円  

 

 

 

合 計  

 

 

2 8 8 0 0 0円  

 

 

1 7 9 2 4 7円  

 

 

1 0 8 7 5 3円  

 

 

 

 

 

3、 研 究 実 施 期 間 の 活 動 と 成 果 に つ い て  

 本 研 究 は 、平 成 2 9 年 6 月 1 5 日 ～ 平 成 3 0 年 3 月 3 1 日 実 施 さ れ た 。 

 こ の 期 間 内 の 研 究 活 動 は 、 主 に 下 記 の 三 段 階 に な る 。  

 ① 平 成 2 9 年 6 月 1 5 日 ～ 8 月 2 1 日 ― 事 前 準 備 、関 連 史 料・先 行 研

究 の 収 集  

  ② 平 成 2 9 年 8 月 2 2 日 ～ 2 5 日   ― 東 京 で の 調 査  

 ③ 平 成 2 9 年 8 月 2 6 日 ～ 平 成 3 0 年 3 月 3 1 日 ― 翻 刻 、 学 会 報 告 、

論 文 執 筆 、 報 告 書 作 成  

 上 記 期 間 の 活 動 の 成 果 は 、 下 記 に な る 。  

 

 

・ 論 文 ･･ ･ 2 本 執 筆 ( 1 つ は 査 読 誌 に 投 稿 予 定 ) 



・ 学 会 発 表 ･･ ･「 平 清 盛 ・ 後 白 河 法 皇 の 対 宋 外 交 の 歴 史 的 位 置 (平 成

3 0 年 3 月 2 3 日 )」  

 

 な お 、 末 筆 で は あ る が 、 本 研 究 の 調 査 に 協 力 し て い た だ い た 宮 内

庁 書 陵 部 図 書 寮 、 東 京 大 学 史 料 編 纂 所 を は じ め 、 関 係 各 所 に 厚 く 御

礼 申 し 上 げ る 。  

以 上  


